
1 

 

地方創生産業委員会・県外視察報告 
 

１ 調査日 

 令和５年８月 21 日（月）～令和５年８月 23 日（水） 

 

２ 出席委員等 

針山 健史 委員長 

瀧田 孝吉 副委員長 

尾山謙二郎 委員 

嶋川 武秀 委員 

藤井 大輔 委員 

岡﨑 信也 委員 

井上  学 委員 

鹿熊 正一 委員 

（その他、執行部が参加） 

 

３ 調査の概要 

○令和５年８月 21日（月） 

（１）西日本旅客鉄道株式会社金沢支社福井営業支店 

調査項目：観光周遊型ＸＲバスの導入について 

応 対 者：福井営業支店長 

内  容：北陸新幹線敦賀開業を機に、話題性のあるＸＲバスを導入 

することによって、福井県の二次交通を活性化させるための

取組や思いについて、調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）福井市地域交流プラザにて説明、質疑応答  （右）福井駅にて説明、見学 
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（２）和歌山県 

調査項目：①ＩＴ企業誘致のための取組と工夫について 

②持続可能な公共交通への取組について 

応 対 者：①企業立地課長、②総合交通政策課長 

内  容：①雇用機会創出などを目指したＩＴ企業誘致の工夫に 

ついて調査を行った。 

      ②地域特性を踏まえた生活交通確保への取組について 

調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和５年８月 22日（火） 

 （３）田辺市熊野ツーリズムビューロー 

調査項目：インバウンド集客増のための熊野古道のコンテンツ 

マーケティングについて 

応 対 者：事務局長 

内  容：インバウンドを呼び込み、持続可能な観光地づくりを 

目指すための取組について調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県議会（県庁北別館）にて説明、質疑応答 

（左）tanabe en+にて説明、質疑応答  （右）熊野古道にて説明、見学 
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（４）太地町 

調査項目：公道での自動運転実用化について 

応 対 者：総務課長、総務課主査、議会事務局長 

内  容：自動運転実用化までの道のりや、高齢者のための交通 

サービスとまちづくりについて、調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和５年８月 23日（水） 

（５）南紀白浜空港 

調査項目：南紀白浜空港のコンセッション方式導入と空港型地方創生

について 

応 対 者：南紀白浜エアポート代表取締役社長、 

オペレーションユニット長 

内  容：ＩｏＴの活用、他の交通事業者及び行政と連携した様々

な取組などを通し、空港を拠点として地域を活性化させ

る方法について、調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）太地町公民館にて説明、質疑応答  （右）自動運転車両の体験 

（左）（右）南紀白浜空港にて説明、質疑応答 



4 

 

（６）白浜町 

調査項目：ワーケーション誘致と誘致後のサポートについて 

応 対 者：総務課主査、総務課主任 

内  容：地域の特徴と課題を踏まえたワーケーション誘致のための

取組について調査を行った。 

 

 

 

（左）引き続き南紀白浜空港にて説明、質疑応答  （右）Office Cloud 9 を見学 


